
はたら 

もう 

あつ 

ふ あん 

こめ の つつみ あな ヽ ヽ ヽ 

ヽ いくさ じん 

み へい 

つつみ おお づつ たい ほう 

あし がる いくさ 

ま 

いくさ 

こめ の いっ たい てき がた 

ふせ じん は ぎ ふ じょう しゅ お だ ひで 

のぶ とき けい ちょう がつ 

せき が はら たたか ひと つき まえ せい ぐん とう ぐん さい 

しょ たたか き そ がわ 

ひで よし し ご とく がわ いえ やす せい ぐん いし だ みつ なり 

やぶ すう まん へい お わり あつ 

にし かた み の せ ぎ ふ じょう 

みなみ き そ がわ もく 

ひょう じょう りゅう いぬ やま じょう か りゅう 

たけ はな じょう 

ふく しま 

まさ のり いけ だ てる まさ 

とう ぐん ぶ しょう 

こう げき もく ひょう 

「見たか。 」 

「見た。見た。 」 

「見たかや。 」 

「見たぞよ。 」 

あちこちの野で働 いている 

村人たちが申 し合わせたよう 

に集 まってきた。だれもが、 

不 安 な顔で「見た」 「見た」というのである。 

米 野 堤 の下には、大きな穴 がほられ、竹 や ら 

い を組んで、戦 の陣 がつくられていた。少し上 

の竹やぶには、馬に身 をかためた兵 が五、六十 

人かくれていたし、堤 の下では大 筒 （大 砲 ）を 

ならべ、足 軽 四、五百人が声をひそめて、戦 の 

はじまるのを待 っていた。 

― ―こうした戦 の前ぶれを、村人は見たとい 

うのである。 

米 野 一 帯 にこうして、敵 方 のせめてくるのを 

防 ごうと陣 を張 ったのは、岐 阜 城 主 の織 田 秀 

信 であった。時 は慶 長 五年（1600年）八月 、 

関 ヶ 原 の戦 いの一 月 前 である。西 軍 と東 軍 の最 

初 の戦 いが木 曽 川 をはさんで、いまにもはじま 

ろうとするときであった。 

秀 吉 の死 後 、徳 川 家 康 は、西 軍 の石 田 三 成 を 

破 ろうとして、数 万 の兵 を尾 張 に集 めた。まず、 

西 方 である美 濃 の地を攻 めるには、岐 阜 城 の 

南 で、川はばもせまく木 曽 川 むこうの米野に目 

標 をつけた。上 流 には犬 山 城 があり、下 流 に 

は竹 鼻 城 があっ 

た。どれも福 島 

正 則 や池 田 輝 政 

ら東 軍 武 将 のめ 

ざす攻 撃 目 標 

とされていた。 

（つづく） 

��

「口は命の入り口、うたは心のとびら」 
　　　　みんなと一緒に歌いませんか 
「口は命の入り口、うたは心のとびら」 
　　　　みんなと一緒に歌いませんか 

米野の戦い① 
こめこめ の たたかたたか 

米野の戦い① 
こめ の たたか 

　最近、鼻うたなど歌っていますか？思わず口ず
さむ鼻うたは、心がウキウキしたときや楽しいとき
に出ていませんか？ 
　うたを歌っている時の脳は、当時を思い出し、
景色、匂い、感情などの五感を伴った色々な記憶
がよみがえっています。その時、脳はとてもリラック
スしているのです。同じうたでも一人ひとりの心の
中の景色は違うのですね。 
　このように気持ちを穏やかにして脳をフル活用
するうたは、物忘れの予防に効果が大きいのです。 

　また、声を出して歌うことは身体にも良い影響
があります。肺活量が増え、口の筋肉も鍛えられ、
風邪の予防や肺炎などの病気の予防にもなるの
ですよ。 
　うたは、元気の秘訣ですね。 
　町では、月に1回「ふれあいひろば」を開催し、
皆さんと一緒に笑ったり、歌ったりと楽しいひととき
を過ごしています。 
　「口は命の入り口、うたは心のとびら」といいます。
参加される皆さんと一緒に歌うことで、満開な笑
顔が咲き、心をリラックスさせます。事前申し込み
は不要です。お気軽にご参加ください。 
　毎年9月に開催される「敬老のつどい」でも「ふ
れあいひろば」の楽しいひとときをステージにて紹
介します。心のとびらを開いてみませんか。 
 
 
 
 
【問 合 先】福祉健康課 

キーボードに合わせ楽しく合唱する皆さん 

月日（曜） 

8月23日（火） 

9月 6日（火） 

受付時間 

13：30～15：15

場　　所 

福祉健康センター 
（長池） 


